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搬
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. 

犢

H
代
t

に
小
鹿
を
■

 H
:著

"
；
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菜
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ボ

シ

：ぶ

ス

れ

る

余

地

^

作
る
。

:「

斯

べ

允

逯

本

野

蠻
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运
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す
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蠻
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熊

の

港

皮

ょ

り

尊
1!
:

す
る
で
嚀
ら
巧:^
飢
が
充.
さ
れ
寒
さ
を
感
ず
：る

時

造
.

、
熊
の|

皮
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蠻
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滿
ぶ

0

み
'

驚

の

願

望

を

限

定

上

，
自
分
の
锻
用
し
得
冬
物

.

の
臺̂ 
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蠻
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滿
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又
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感
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す
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。
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と
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.
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濯
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猶
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烈
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^
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^
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よ
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取
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彼
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之
に
.

價

値
を
附
す
る
動
機
翁
へ
ょ
う

o
 

. 

”

I

I

び

1

ザ

ょ

う
i

が

馨

人

の

鲁

が

數
1

の
食
料
I

馨

I

し
’

.彼
等
は
恐
f

は
8

な
動
物
又
は
敵 

#

に

身

奢

す
I

忆

參

て

の
.

み

看

な
b

.

得
る
I

,

玉

鐘
^

^

屢

？
i

l

l

l

 濃
 l

i

l

i

^

^

g

i

f

に
S

の

詹

の
I

そ
の
I

者
が
飢
死
女
為
なI

全
く
無
用
と
な$

あ
ら
う
し
、：

玉
蜀
黍
の
所
有
者
が
薪

驾

|

_

1

死

袅

濃
l

l

、l

f

馨

f

に

^

■

■

?

_

2

識

纖

臟

_

_

_

|

 

で
薪 i

l "

_

味

つ

ビ

ぴ

カ
f

な
く
前
程S
I

な
I

る
で
あ
考̂̂

^

 

I

保
2

:

l

l

f
玉
I

を

倔

着

る

利

ぎ

薪

を
馨

す
t

.

益
、‘
S

黍

露

得

す

る

利

益I

計

季

■

う
o
 

S

.に
し
て

値
〒
は
'
ニ
物
を
取
得
す
る
に
就
い
て
有
す.る
利
鋅
に
比
例
し
セ
居
り-

而
も
各
自
は
夫
：々
、の
卿
で
：此

■

量

を

意
■

の
結
果
妹
ノ^

 

一
 

人

は

歹

ラ.
：スS

8

し
：てf

 

e

1

 

.

ル
；の

憲

黍

裏

換

す

る

で
f

名

^
^
^
^

各
自
が
保
馨
す
る
；こ
と
に
就
い
て
有
す
る
利
益
今
取
得
す
る

|

へf

な
ズ
フ
：诩
者
は
共
■

.

ほ
ぁ
ら
ゅ.
る
比
較
か
ら■

し

て
S

保
持
：し
、
W

人

Q

物
p

i

は

可

卷

多

く

を

取

得

せ

ん

凄

る

利

益

が

即

ち

春

I

交
換
す
可
き
！
_

に
附
與
す
る1

5

の
價
値
に
就¥

、
心
屮
■

て
爲
し
た
る
比
較
を
鍵
に
守
り
、

)

む

少

く

提

佻

し
、

f

 

多
く
要
求
す
妾
と
に
ょ
り
、
自

已

袁

す|

件
の
所
有
者
の
胸|

^

し

て

壊

條

件

に

就

い

：て.

競
合
し
-

爾

者

蔡
_

す

可

き

大

な

る

利

益

を

得

た

.
る

時

遂

に

合

致

す

る

:0 

增
加
し
、
或.は

要

求

集

少

す
る
で
ぁ
ら
う
。

■
■

そ
の
結
果、
f

る

に

至

る

^

換

の

行

は

れ

養

憤

に

於

い

て

.：
例
へ
ば
五
ブ
ラ
ス
の
薪
に
對
し
て
'四
ム
ジ
ュ
1

ル
：の

玉

雲

を

與

へ

る

■者

は

-
疑
も 

な
く
：五

す

ス

の

薪

ょ

り

吗

ム

ジ

ム

；丨
ル
の
.玉
蜀
黍
I

重
し
、|

優
避
サ
^
^

丨
ル
の
玉
蜀
黍
を
#

翁

は

：之

羞

ブ

ラ

ス

の

薪

ょ
I

軍
し

質

す

る「

尊

蜃

値」
Q

優

越

裳

義

粜

質

的

な

も

の

で
I

。
蓋
し
之
は.交
換
の
唯.
一Q

.

動

機

だ

か

ら

で

意

。
各

臭

若

し

交
濮
す
る
こ
と
：に
利
益
或
は

「

倘
人
的
利
潤

」

ニP

J

 

i
o
n

戶

自

分

自

身

に

關

聯

し

て

受

扠

り

た

る

物

を

提
 

供
$

通
上
に
高
べ
評
價
し
て
ゐ
な
い
な
ら
ば
、
現

裝

ま

、
に
止
る
：で

ぎ

う0.
■:

.

.

..ハ
：
.'..,

.
■■
;

I

 

ゴ
ォ「

1

1

 

V 

,
.
v 

. 

:

■

r

一一一
 

S

I



へ
.
：

"
：
：
：
.：
；
彳

然

，
し

此̂

尊

舊

値

」

2

は
相
瓦
的
で
^

の
双
方
_に
於
い
て
疋
確
に
相
等
し
い
。
¥

装
し
そ
れ
が
等
し
く
な
か
っ
|

|

、

一'人
は
他
I

程
交
換
を
欲
せ
ず
、.
他
を
し
て
ょ
い
多
く
提
供
せ
し
め
て
自
己
の
儇
格
に
近
づ
く
を
餘
儀
な
く
せ
し
め
る
で
ち
：

ら

ぅ

此

の

故

•に

者

.は「

等
憤
値」

を
受
く
る
に
對
し
て「

等
價
値」

を
與
へ
る
と
宏
ふ
の
は
常
に
嚴
密
に
正
し
い
。

五
ブ
ラ
ス
の
薪
に

恶

し

、
て

四

ム

ジ

r

ル
.
Q

I
雲

與

へ

ら

？

な
ら
ば
、
ま

た

同

様

に

四

ぅ

て

丨

，ル
の
玉
蜀
雷
對
し
て
五
ブ
ラ
ス
の
薪
が
興
へ

L

っ
て
观
の.
個
-

^

の
交
換
に
於
い
て
_

ム

ジ
':
i

:

:

ル
の.
玉
S

は
五
ブ
ラ
ス.の
，薪

に

等

價

で

象

o

故
に
此
の
ニ
物
ナ
相
,

 

.

'

,-
:

L

き 
i

 

價
侦 
I

 

す
る
。

. 

：

-

f

l

' 

:
■
ほ
止
ク
て
自
山
な
る
交
換
の
必
要
々
件
た
る
均
等
性
を
有
す
る
：交
換
憤
値
が
巖
格
に
如
何
な
I

P

:

場

合

道

と

ル

て

繼

な

^

H

り
離
t

い
o
.こ

、
で

盡

契

約

f

交
換
■

愛

物

と

、|

察

し

さ

：
ベ

す

：
れ

ば

ょ

ビ

I

 

舊

か

處

■

遛

」

、換
言
す
れ
ぱ
兩
者
の
.鲁

が

別

々

に

欲

望

の】

ー
對
|

に

附

與

し

て

ゐ

た

利

霖

で

妄

^

_

§

灌

讓

較

し

、
..他
を
取
得
す
る
た
め
に
一
の
幾
&

渡
す
可
4

ぁ
g

か

を

：
決

定

す

倉

の

，
で

|

.

^

;

%

漬

比
'

¥

.

の
'屢

は

一

一

契

約

者

の

精

神

内

で

不

平

等

で

ぁ
る
.か
も
知
れ
な
.か

っ

た

か

ら
.
o
.先
に「

尊
重
儐
植」

m

へ
.セ
七
の 

■

め
:«

他
は
、
各
人
が
自
己.
の
冲
で
相
戰
ふ4
讓

間

奚

^
^

自

：
の

精

神
t

 

Q
.
み

葉

す

る

の

霍

る

0

之
に
反
し
て
：

「

交
換
價
値」

は
そ
の
均
等
性
を
認
識
し
、
：
之
を
以
つ
.て
交
換
要

件

と

字

 

a

n

て
認
め
ら
れ
f

 Q,

で
I

O

「

尊

農

値

」
の
決
定
.に

聆

て

は

ノ

各

人

は

別

々

：
？
 

斯

待

浼

嘌

る

物
_

與

オ

る1

_
海

を

袅

し

た1

會

—

' 

J

さ
れ
■

益

が

四

っ

遷

：。
：
.
1
.
1人
.の
.契
約
f

着

の

伽

を
 

' 

U

遭

が

共
S

■

さ

れ
::
'

否
濘
.囁

f

れ

て

評

價

々

：値

各 

之
が
精
確
に「

交
換
價
値」

と
.な
り
' 

之

に「

評
價
.
々
値̂

る
名
を
與
ふ
南■

t

i

:f
f

ず
るo

 

.

何
故
な
ち
-

そ

れ

は

價

篇

ち

交

換

霞

件.美

定

す

る

か

ら

。
.

論

べ

S

こ
ろ
に
：基

'て
フ
_

々
値
-

^
交

換

さ

：
る

ふ

l
j

爵

备

等

P
:

い
價
値
-

-

菜̂

質

的

に

：
は

；
「

尊
®
價

値」

^

 ̂

.

と

與
へ
：

：

ら
.れ
大
る
物
■

優

値
は
受
取
ら
れ
た
る
物
のそ

れ

ょ

り

も
：
^

大
で
、

此
の
差
氣
は
_

に
双
方
：に
於
い
て
相
等
し

'

ぃ

感

ベ

た

：。
：
f

差

額

桑

屢

孽

|

ー
で
あ3

鎮

，：此
|

全
な
る
均
等
性
が
正
確
に
交
換
め
評
慣
々
値
の
.
特
質
で
あ
る
こ
と
をf

。
故
に
此
の「

評
慣

：々 ®

一
はf

 

.

ヵ
:«

一
契
約
者：
^

-洛

對

_

す
^
猶
修
間
の
平
均
的
尊
重
傻
値
以
外
が
.¥

物
で
も
な
ぃ
.

0:.
,

讽
立
人
に
と
つ
W

S

物

Q
r
f
:

器

」

は

人
間
が
此
S

S

探
求
に
I

し
得
ぬ
能
力
部
分
と
、
彼
れ
の
能
力
I

間

の

比

列

 

a

外
の
何
物
で
も

な

い

こ

.
と

は

先

に

論
證
し
た
Q

故

に

一一

人
間
の
交
換
に
於
ける「

評
f

値」

は

交
換
さ
れ
：る
對
象
0
各
々

の
：採
究
に 

充
當

.せ
ん
と
覺
悟

す

る
で
あ
ら
う
夫
々

の
能
力
部
分
の
總量
と

-
1
人
の
能
力
總
量
と
の
比
例
で
あ
る

o

 

一
 

我
ヵ
兩
入
間
へ
の

交
換
の
襟
入
は
相
互
の
富
を
增
加
す
る
こ
と
、

即
ち
同
一
能
力
を
以
つ
て
f

多
量
の
享
樂
量
を
彼
等
に
興
へ
.る 

.
こ
と
を
、

こ
と
で

麗

し

て
お
く
の
は

荷
益
で
あ
る
。
我
が
S

人
の
例
に
於
い
て
、

玉
：S

I

出

す

る

證

と

薪

を

產
出
す
る
そ

れ
と
が
相
老
距
つ
て
ゐ
るi

学

る

r

 

f

鬆

人

が

孤

妾

つ

た
I

、

湯

|

毛
皮
の
貯
を
#;

る
た
め
に
ニ
囘
の
往
來
を■

余
f

な

さ

れ

る

で

あ

ら

う

從

つ

て

舟

行

に

多

く

Q

時
間
と
疲
努
と
を
拟
ふ
で
あ
ら
う
。之
に
反
し
て
若
し
二
人
な
ら
ば
、

て

ま
 

索

の

找

採

の

た

め

に

他

は

馬

集Q

た
め
に
第I 一；！

目
に
毀
す
べ
き
時
間
と
勞
働と
を

使

用

す

る

で

含

う

。

蓬

さ

I

ベ 

玉
_

と
薪
と
の
■總
量
は
ょ
り
大
とな
、

、

從
つ
て
各
自
の
持
分
も
大と
な
ら
う
。

■

’

產

に

，
立

ち

戾

ら

う

。
；

「

評

傻

々

値

」

は

交

換

せ

ら

れ
た
る

一
一
物
件
或
は
價
格
と廣
ら
れ
た
る

物
仲
と
の

關
係
で
は
な
い
と
运
ふ
こ
と

チ
ユ
.ル
.
.ゴ
.
.オ.

「

M
値
>»-
.貨
幣」 

'
. 

:

1

.

.

.

-

-

 

ニ 

五

(

ニ
六
七)



.

チ

貨

幣

」 

' 

' 

一

一

六.

(

二
六
八)

韻

力

ら.

歸

結

論

さ

れ
.

る

。

然

し

：こ
0

誤

り

は

若

干

；
の

人

々

が

考

へ'

勝
ち
で
あ
：る
。
此
の
表
現
は
银
對
的
'

に
交
換
£ >
|

一
 

條
件
^
 

る
兩
價
値Q.

比

較

と

ふ

尝

正

當

性

を：
^

く

で
あ
ら
ぅ
。
均
等Q

麗

が

葚

し
、

此Q

均
等
關
係
は
S

相
等
し
5

1
物
I

定

：

し
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ
が
此
の
等
し
き
ニ
物
は
交
換
せ
ら
る
、
ニ
物
で
は
な
く
し
て
、
當
に
交
換
せ
ら
る
土
一
物
の
®
値
で

あ

る
c
 

t

の 

:

故
:^

掏
等
細
係
を
有
す
る
諸
價
値
と
、
比
較
，さ
れ
た

|

ー1價
値̂

想
定
す
る
均
等
關
係
^

を
混
同
し
て
は
な
ら
ぬ
0
 

:-
:
,

疑
;%

な
|

價
値
は
比
例*

と
袞
_

妹
が
存
し
、
：之>|:
^

'比

例

は

他

の

，あ

A

ゆ

：る

比

交

換

：
の

本

質

的

要

素

を

な

す

も

P

は

嚴

格£

 I

分
 

數

の̂

等

：で

あ

丨
'
.

兩
.

「
-:
#

^

慣

値」

屑

- 0
#

'

顧
« >

带̂
^

^

:

謹

§
:
■

屢 
>

 何
め
；不
观I

 

く
顧

値

岑

價

格」

i

混
同
一
さ•

ゐ
名̂
^

^

*

故
f

一
る
。

然

し之
於
異
れ
る.觀
身
で
あ
つ
て
、
：言
奢
を
値
別
屮—

と
が
必
要
'で
あ
、る
9

_「

債
格」

|

也

匆

と

赛

へ
 

.る

ふ

。
：此

養

義

か

も

此

S

，
か

る

こ

：
と

を

指

摘

す

|

:

は
無
駄
で
糸
り-
_

し」

て
：
商

業

は
.總

福
^

と
セ
ろ
め
敢
引
せ
ら
多
、
諸
物
に
常
に
凌
5:

讷

に

：湘

漉

ず

著

：
と

明

か

セ

：
あ

茂

_

^

'

1

:«

格

は

響

値

を有
し
；て

ゐ

る:0
價

格

は.

購

入

胸|

し

、.
.購

入

物_

は

價

格

蓝^

.一
一
名
辭
中
他
ょ
I

;1

に

よ

-^
適
合
し
て
ゐ
る
も
の
'で

翁

タ

然

在

桐

故

に

相

互

に

對

し

て

此

の

I

一
名
辭
1が
使
用
：さ
ft
る
：の
か
o
'
そ 

■

由

は

以

下
S

り

.

で
あ
^

-

'̂
|

1
の
理
_

;<
?

:
レ
ふ
：：の

は

顧

値

は

そ

れ

自:̂
で
は
表
明
出
來
な
ト
と
^
ふ
こ
と
で
あ
る
0

價
値
の
本
質
に
就
き
先
疋
述

y

a

つ
論
^
 

し
た
と
こ
ろ
を
少
し
省
察
す
れ
ば
、
容
易
に
£

0

:こ
と
ば
納
得
せ
ら
れ
る;0
.

.
:■

賀

_

に

そ

の

策

一

の

、
名

. ^
即

ち

分

敗

た

ふ

基

本

單

位

.
が

評

慣

し

得

^

^

も

の

：
で
.

：ぁ
L

、.
且
ク
最.
も
漠
然
た
が
態
樣
に
於
.

い
て
し
か4« 

ら

れ

ざ

爲

の

：表
現
は
如
何
に
し
で
發
見
さ
れ
る
か

o

ペ
ー
》

象
凝«>「

價

値

尜

人

間

：能
ヵ
,

百
分
の
ー
ー
に
相
應
ず
ダ
と
如

可
，！

し

V

 

一S

S

I

、
文
如
何
な
るf

'

に
f

 

v

f

れ
：る
：で
€

ね
は
な
ら
ぬ.
力
.
々
何
な
る
期
間
を
定
か
る
の
か
，.人
生
全
部
又
は
：.一
年
叉
比
.一.
'ヶ
、月
鍵
又
一.
'
.日
が
取
ら̂
'
'

る
で
ぁ
ら
ぅ
か0
勝
も
敦 

く
こ
の
孰
れ
で
も|

い
。
藍
し
.飲
望
o'

各
對
象
物
に
關̂:
レ
て
人
間
0:
'
能
ヵ
は
、
之
を
敗
得
す̂

だ

め

に

長¥-
^.
る

期

間

中

必

ず

使

兩
 

さ
れ4

ば
■
な
を
ず
，
且
つ
そ
れ
期
間0:
'
不

雪

著

し

：
い

か

.％

:
ん
間
ひ
各
獄
の
欲
望
ね
よ
り
同
時
於
經
過
す
る
時
、、
歌

各

®
■の
欲
望 

に
.關
k

て
不
等
な
期
間
に
對
し
て
の
み
許
算
に
算
ん
せ
し
む
可
き
時
間
の
長
さ
を
如
何
に
し
て
評
慎
す
る
か
。
常
に

」

個
で
若
し
言
ひ 

表
は
し
,

と
.ず
れ
ば
、
分
割
し.
f

:

る
線
上
■

過

す

氟

間
.

■

い
$

 

未

確

定

義

婆

素

を

含

む

計

箅

の

‘

迷

路

に

取

い

兮

明
し
.

得
ず
、
此0

點
で
人
間
の'言
語
が
表
呢
レ
得
る
と
こ
ろ
ば
、

--
.

物
賢
債
値
し
は
他
物
^

^

 ̂

二 

人
に
よ
つv
£

慣
せ
；ら
れ
或
は
む
し
^

c

%

ぜ
、怎

だ

麵

垮

能
力
を̂

^

ず
る
こ
' 

と
を
考
：へ
る
ホ
と
な
く
、
猶
々
の#'
場
合
で
方
程
式
を
設
擎
：る.
o
利
益
.ば
常
.に
^

^

比
歡
の
：紱
职
を
決
定
ず
る 

が
'>

之
^

か

、
を
事
を
行
ば̂:
か
づ
だ
.
し
又
な
し
得
«/
:̂

つ
た
0 

_ 

^

故s

價

値

る
#
:

 

一
 

S

段

は

々

r

露

他

物

に

等

し
#

明
ず
,

ぁ
る
-

或
は
猶
_

 

つ
て
!̂

れ
ば」

^

の
價
値
を
求.め
&:
,る〜

慑
値
;̂

等
し
と
^

て
表
現
、す
る.
ね
ぁ
.̂'「

節
ft
'

は「

摘
が
り」

と
同
_

に
價
値
以
外
に
尺
度
は 

な
い
。.

I

は
之
を
畏
さ
に
差
常
て
、
測
定
ず
る
と
同
じ
く
、
價
値
は
之
|

做
に
比
較
す

る

こ

矣
よ
り

测
定
f

れ
るo

自
然
よ
，

り
與
ベ
-

^

、夂

棻

的

！^

」

'ば
_存

在

害

、.

_

1

慣
靜
的
_

」

：'の
：翁

チ
ュ
ル
ゴ
ォ
1
憤
値
1?
貨
幣」

 

-

7

:
 

(

ニ
六
九〕



■

'

:

i
 

チ
： .

子(

ゴ.
才
.
.
n 傾
傅 w

.

货
幣
レ'

'

-

,

*

 

.

 

二
八 

5 
七 
o)  

，
ぁ

り
I

表
-
"

す
る
に
，よ
り
一
物
の
尺
度
が
與
へ
ら
れ
得
る
が
故
に
此
の
尺
敗
の
葉
と
し
て
，
或
義
つ
て
見
れ
ば
價
値
比

S

 

尺
度
力
構
成
さ
れ
る
路
部
分
の
計
算
の
要
素
と
し
て
看
做
さ
る
、
と
こ
ろ
の
於
意
的
單
位
の
存
在
を

"

謙
せ
ね
ば
な
ら
ぬo
'
交
換
の
1
 

契約者中にーが自己の獲得したる物の價値ヒ表明せんとすると想定しよう。

、，.

-

、

■

與
：i

i

的
部
I

畫

度
f
 I

f
 V

そ
I

t

l

簾

着

へ

囊

f
 f

或
は
兩
の
分
數
で
表
明
す
I

ぁらう。

こ
れ
よ
り
次
の
事
が
f
t
o
.

即
ち
此
衾_

.

表
す
で
.

ぁ
ら
う
し
、
又
そ
の
價
格
とt

うo

か
く
て
取
得
莽H

値
^ .

表
f

る

が

彰

、
敗■

ら

も
f

:

ふ

滅

i

i

藝

つ「

篇

」

て
I

と

彼

れ

盎

震S

奪

I

う
。

」

，直

言

^
^

春

，

者I

神
S
I
S

味
|

ぜ
：レ
むI

ぁ
：

:

し
て
ゐ
：る
に
せ
よ
，

.嚴
密
I

勝
さ
が
求
め
.ら
忙
辜

あ
.
'
る
。
..
..
..
.

 

^

 

-
.
.
.
.
.
.
. 

•

.

U

馨

f

の
I

自
ら
が
與
：
.へ̂

Q

ザ

證

値

すI

s

l

t

 

t

l

f

s
に
比f

を

^

イ 
’ 

0 

1
 

 ̂

1 

 ̂

 ̂

’

'

一一

つ
の
場
^

に
於
い
て，
£

.

且
つ
界
可
分0 ;;
取
位
に
對
し
て.
^

慎
ず
％
會» -
を
.

此
上
げ
、
ー
轉
寒
：

^

し
亡
恣
意_

に
取
ら&

 

■

i

の
、
I

T

部
分
をS

す
I

I

使
用
し 

ス

の

学

ネ

が

：填
.

ィ
シ
のC

ル̂

1

フ」

ア
ス
の
薪
か
：

1

袋
の
'

玉
萄
黎'0
:
.
徵
値
を
測
定
^

る
麻
^-

咬
は
一
ブ
ラ
ス
の
.-薪
の
賣
値
を

JI
J

定
4

^;
0,

,

ン
.
此
の
；
サ

般

繁

題

ょ

り

し

て

.
、

「

ぁ

参

同
様
の
理_
で「

總

笤

交

換
に
於
诠._
n證

塞

^

^

I

憤

の

：
I

量

；の

薪

を

得

可

ぐ

，
：
同

霞

薪

S

寒

は

此

の
_

:
竟

德

貨

幣

商

業I

論
1

非
常I

霖

I

f

、
極
めi

本

的

篸

第

ぁI

 

、
が
：？
 

I

屢

晶

常
I

明
な
，人f

づ
で
さ
べ
蒙
さ
办
、
：最

^

誤
謹
に
陷
らU
め
た
。
例
の

a

l(

L
a
w

)

<p

組
織
?:

引
用
す
れ
ば
充
分
：セ
；あ
る

。

:;
^

:::

吾
々
は
.孤
立
入
及
び1

1

人
が1
|

物
を
交
換
ず
：
f

酸

最

初

§

諸
假
定
に
甚
2

 
く

袅
 

盎
等
の
鍇
識
と
ぜ
ぬ

f

s

:

全

観

念

を

黎

せ

ん̂
 

b

、#

,々

、：

之
ょ
I

結

芒

め

ん

矣

る

觀

念

は

、
：必

然

的

禱

神

に

公

明
 

商
業
0'

生
-̂

磊

察

し

橫

値

窆」

靠

ふ

語
_

眷
ず
5
^

^

^

'
す
れ
ば
ょ
ね
靡
ち
交
換
者
釭
交
換
物.と
0:

數

釔

增

加

し

：ざ

.
へ
ぞ
れ
ば
ょ
公̂'
;

.
 

'

 

.'
■

.

.

此
の
後
の
自
的
の
だ
め
に
常
に
交
換
の

1

福

の

：み

を

蒽

察

名

：

1

麗
間
钇
徵
加
す
ル
ぼ
、
；
晋 

t

 

K

篇

晶

人

即

ち

薪

の

1
:
.
1所

有

者

と

囊

黍2
;
1

所

暮

と
_

-
 

 ̂

.::  

>
へ

：

二
：
 

一  ：：：：  .

ニ



づ

ル

a
.牙

ii
#
式
貨
雜

•

.て
：.」

：
' 

■

: 

.:

.

'

V V
. 

- 
^
c
. 

: 

c
.
.—'I 
七 I

D

遭
遇
す
る
と
先
づ
想
像
さ
れ石
。

そ
の
時
ニ
交
換
者
が
世I

I

で
あ
る
か
の
如
く
各
交
換
は別
々
.に

行
は

れ

る

で

あ

ら

ぅ

。
然
し 

ニ
交
換
.か

別

々

に

行

は

れ

る

秦

ナ-
と
：

で
は
そ
れ
が
同
一
條
件
で
行
は
れ
る
矣
ふ
？

何
等
I

由
も
な
い
。
別
々
に
行
は 

れ
る
各
S

に
於
い
て
、
交
換
さ
れ
るI

象
物
s

f

ぎ

は

夫

之

側

で

は

相

等

し

い

。
然
し
此

Q
r
f

 

?

は
ニ
I

t

 

ヵ
交
換
物
に
附
與
し
た

1
1「

尊
重
價
値」

の
平
均
の
結
果
に
外
な
ら
ぬ
こ
と
を
見
落
し
て
は
な
ら
ぬ
。

と
こ
ろ
で
■

の
平
均0
歉

が

 

結
!
"

れ
た
ニ
交
換
に
於
い
て
金
く
異
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
極
め
て
あ
り
得
る
と
と
で

t

"

s

尊
重
價
傲̂

f

象
f

考

慮

す

る

麓

と

他

の

欲

譲I

I

該
欲
望
1

定
|

効
f

 

る
か
I

、
は

る

る

。I

で
I

I

方
I

け
る
二
人
の
個
人
と
他
方
にI

で

あ

る

ひ
.
'て

ど

|

^

ぼ

彼

を

し

て

隹
 

I

I

:
力
く K

1
4

廣

の

4
:

:

に
5

て

屬

^

に
反
U

五

フ

ラ

，
ス
：
の
：
薪

は

他

の

虜

約

者

に

は

.
’

|

_

丨_

 

t

「

越

？
i

g

i

値

' 

.

.
ノ
 

*

'
■

.

.

'

.

.
 

: 

.

.

.

.

.

.

.

■
ノ
 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 
:

■
■.
へ1
,-

…

：
,
. 

'| 

.

.

.

.

.

.

. 

■ 

' 

■
. 

-
'
'■.
..•
'

今
四
人
を
近
つ
力
し
め.
且
つ
聯
絡
を
有
し
或
は
薪
或
は
玉
蜀
黍
の
所
有
者

_

定

す

益
'

き

f

 

I

吳

S

叢

f

を

だ

單

も

I

に
5

K

f

 

I

薪
1

1

璧

寫

？

知I

I

早
.か
く 

f

ん

卷

欲

ダ
し
.

同
量Q

薪
f

フ
ス
に
對
し
て
四
袋
室
蜀
黍I

得

：し
得

る
I

を
知

：，

篆

，，，、ドで，ん せ へ ス ル : ザ ニ ん キ ; は ジ ザ • ご 'ノ,ご..:''へ、

足
せ
ぬ
で
あ
ら
う
。然
し
玉
蜀
黍
の所
有
者
は
薪
の
所
有
者
がニ
袋
で
滿
足
し
て
同
意
す1

上
に
之
を
興

へ

る
こ
と
を
諸
さ
ぬ
で
あ 

ら
う
。
か
く
て
目
論
ま
れ
た
交
換
條
件
は
變
化
せ
ら
れ
、
薪

0

價
_

と

：玉

蜀

黍

ひ

：債

値

と

に

：就

い

'
て

の

新

し

鼻

債

が

形

成

せ

ら

れ

る
 

で
n

o

此
の
評
價
は
兩
交
換
に
於
い
て
四
契
約
者
に

と
り
同
 

一
I

る
で
あ
ら
I

と
、
即
ち
同
量
.の
薪
に
對
し
て
は
：

^

多
く 

も
ょ
り
少
く
も
與

へ

吳
あ
ら
う
し
、
相5:
に
薪
の
'所
有
者
は
同
量
の.
玉
蜀
黍
に
對
し
て
ハ1

多
く
も
ム
り
、
少
く
も
與
へ
ぬ
で
|

う 

こ
と
は
先
.

つ
明
か
：で
あ
る
。T

見
し
.

て
判
る
通
り
、
玉
蜀
黍
の.
所
有
者
の
一
人
が
同
量
の
玉
霧

に

對
し
て
他
ょ
2

少
き
薪
を
囊
 

す
る
な
ら
ば
、
薪
の
二
人
の
所
有
者
は
此
の
値
下
を
利
す
可
く
彼
れ
に
貢
入
を
申
出
づ

る
で
あ
ら
うo

此
2

拳

が

此

の
所
有
者
を
し 

て

同

量

の

翁
■

に
對
し
て
前
.に
要
求
し
た以
上
を.
要
求
せ
し
む
る
で
あ
ら
う
。
他
の
玉
蜀
黍
の
所
有
者
は
、
今
度
は
必
要
と
せ
る
薪 

の
反

有

奮
自
ら
に
沒
戾
す
た
めに
.、
玉
蜀
黍
の
提
供
を
高
め
'
'る
で
あ
ら
うo

此

の

作

用

は

玉

霧の 
一W

有
者
が
同
量
の
L

し 

て
同
量
の玉
^

黍
を
提
供
する
と
.
こ
ろ
ま
で
起
る.で
あ
ら
う
o

'

チ 
i

s

 値

參
'

:

v

'

 

V

 

.
'
ア
 

：
:

.
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'
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